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瀬戸中だより
令和６年１月18日

発行 瀬戸中学校

校長 近 藤 太

令和６年１月１日、能登半島で震度７という強い地震があり、多くの尊い命が犠牲となりま

した。心よりご冥福をお祈り申しあげます。今も極寒の中で、救助を待つ人がいます。また、

寒い中、復旧作業が続く中で、避難された方々も、決して安心できる状況ではなく、不安な日

々を送られていることと思います。私たちはこの震災から多くのことを学び、『そのとき』にど

う行動するのかを考えておかなければなりません。１月２０日は大寒です。これから一年でい

ちばん寒い日となり、立春の訪れを待ちわびる思いです。どうかみなさん一人一人にとって、

充実した素晴らしい年になりますよう心から願っております。

いよいよ学年末に向けて、生徒のみなさんにとっては１年間のまとめの時期を迎えました。

年の初めに際し、もう一度４月に立てた目標を確認し、その実現に向けて努力を積み重ねて

ほしいと思います。「成功の条件は『VW』にあり！」。これはノーベル賞受賞者で京都大学ｉＰＳ

細胞研究所名誉所長の山中伸弥さんの言葉です。「V」はビジョン（未来像）、「W」はワークハ

ード（目標に向かって全力を尽くすこと）という意味です。明確なめざす目標やなりたい自分

を心に描き、たとえ困難な道であっても、寝る間を惜しみ、成功するまでチャレンジし続けて

ほしいと思います。「努力は必ず報われる」そして「思いは必ず叶う！」です。

１２月１５日（金）に、明神小学校の６年生児童のみなさんや

保護者・地域の方々をお招きし瀬戸中学校区人権フェスティバ

ルを開催しました。前半は、明神小学校６年生児童によるビリ

ーブ（手話・歌）と明神ソーランの演技から始まりました。中学

生の前での発表は大変緊張したとは思いますが、児童全員の

一生懸命な姿は心を打つ素晴らしいものでした。前半の第二

部は本校の生徒が作った人権の詩を編集し、映像や音楽にの

せた人権啓発動画を上映しました。詩の一つ一つの言葉には

生徒の熱い思いがあるので感動的な作品でした。

そして、後半は、命の授業講演家の腰塚勇人さんをお招きし、「命の授業～ドリー夢メーカ
ム

ーと今を生きる～」をテーマにお話いただきました。「命の大切さ」や「命の喜ぶ生き方」とは

どのような生き方なのかを会場の全員に問いかけ、考えさせてくださった時間は生徒たちだ

けではなく、先生方にとっても大きな学びの時間となりました。

～生徒の感想より～

○腰塚先生の言葉で一番印象に残ったのは「人生の主人公は自分」です。自分のことを大
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切にできない人は相手のことを大切にできないと聞きすごく感動しました。（３年）

○「みんな違っていても良い。一緒の方がおかしいのだから」という言葉が一番印象に残り

ました。例えば、多少違っていることがあっても、おかしいと決めつけて注意するのでは

なく、違った考え方を理解しようと思った。（２年）

○「ドリー夢メーカー」という言葉がとても大事だと思った。

私も「助けて！」と言える人たちがいるし、その人たちは

毎回私を支えてくれるので感謝の気持ちしかありません。

私も次は支えられる人になりたいと思った。そして、自分

を傷つけるのではなく、励ましながら目標に向かっていき

たいと思った（１年）

１２月１１日（月）に生徒会役員選挙を実施しました。

会長や副会長に立候補した人が応援弁士の協力を得て体育

館で演説を行い、その後、全校生徒が意中の人に投票しま

した。

立会演説では、どの候補者も「瀬戸中学校を魅力的な学

校にしたい。」「みんなが楽しく過ごせる学校にしたい。」「学

校のルールについて見直したい。」「様々な行事を改革した

い」等、どの候補者も未来の瀬戸中の姿をイメージし、目標を立てて、その実現のために

自分ができることを真剣に伝えました。

選挙の結果、新会長をはじめ新生徒会本部役員が決定し

ました。また、新旧役員引継ぎ式は１２月２２日（金）に

行われ、前生徒会長から新役員の皆さんに熱いエールが送

られました。新メンバーでの活動は、先月からスタートし

ています。新たなステージに進む生徒会のみなさんの活躍

を心から応援するとともに、生徒のみなさんも全力で同じ

目標に向かって協力してください。

〈美化コンクール実施〉
１２月２２日（金）に、恒例の『美化コンクール』を実

施しました。各学年・各学級が年末の大掃除を兼ねて、隅

々まで綺麗にしました。各学級に掃除する姿を見に行くと

床に膝をついて一生懸命ぞうきんで拭く姿や仲間と協力し

ながら窓を拭く生徒の姿がたくさん見えました。中には「こ

こを見てください！」と強烈にアピールする生徒もたくさ

んいました。何よりも笑顔で楽しそうに、そして一致団結して、掃除に一生懸命に取り組

める生徒のみなさんは瀬戸中学校の誇りです。これからも日々の生活の中でも、継続的に

学校美化に取り組んでくださいね。

『最優秀賞』は３年生Ａ組と３年Ｂ組でした。お疲れさまでした。
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１２月２２日（金）に合唱コンクールを実施しました。今年度も課題曲プラス各クラスで選曲

した歌を練習し、精一杯の歌声を響かせてくれました。限られた練習時間の中で、真剣に練

習する姿がどの学年もありました。そして、校舎内に響く生徒の歌声が徐々に大きく、そ

して美しいハーモニーに変化していくのを身近に感じることができる瀬戸中学校は、あら

ためてとても素晴らしい学校であると実感できました。

そして本番当日は、３学年４クラスが心を合わせて全力で歌い切りました。各学級での

練習や体育館リハーサルの時よりも、やはり本番の方が声がしっかりと出ており、全学年

すばらしい合唱でした。

３年Ａ組 ３年Ｂ組 ２年Ａ組 １年Ａ組

☆合唱コンクールの結果

◇３年Ａ組「最優秀賞」

◇１年Ａ組「みんなに元気を届けた歌声だったで賞」

◇２年Ａ組「さわやかな歌声を響かせたで賞」

◇３年Ｂ組「情熱的な歌声で感動させたで賞」

同日、球技大会を生徒会主催で行いました。昨年度までは男女

ともにバレーボールを行っていましたが今年度は生徒会の新たな

チャレンジとして「キンボール」という競技を行いました。

キンボールとは直径122cm・重さ1kgという写真のような巨大

で軽いアドバルーンのようなボールを床に落とさないよう、チーム

で協力し合う競技です。今年度の球技大会の計画を立てる時に生徒

会の本部役員は「運動の得意な人も苦手な人も一緒に楽しめる競技をしたい」と考え、事前に

体育の先生方にもご協力いただき、授業でも各クラスでこの競技を体験しました。なにぶん

初めての競技なので、どのような状況になるのか心配ではありましたが、チーム全員でボ

ールを追いかけ拾い合う姿は、想像以上にハラハラ、ドキドキ

の連続で白熱したゲームが展開されました。

限られた時間でしたが、生徒会が工夫を凝らしたルールづく

りやとても盛り上がる応援をしてくれたおかげで、全校で楽し

むことができました。ありがとうございました。

何よりも各チームが持ち味を発揮して、楽しみながらボールを拾

い、プレーすることができたのがとても良かったです。
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１２月２５日（月）に徳島県教育委員会および徳島県警察主催のと

くしまいじめ問題子どもサミット２０２３に、本校の生徒会のメンバ

ーを中心に参加しました。活動①では「LINEはずし」について「こ

れ、ほんまにいけるで？～未来の自分のために～」という、ネットい

じめ・トラブル防止啓発資料を活用して学んだ後、意見交換しまし

た。活動②では「いじめをしない・させない・見過ごさない～これほ

んまにいけるで？未来の自分のために～」をテーマに決議文をまとめました。活動③では活

動②で考えた決議文をメッセージ動画（30秒以内）として撮影しました。新生徒会としてはじ

めての大きな活動となりましたが、参加者全員が協力して他校との交流も活発に行うことが

できました。

11月30日（木）徳島県土整備部 砂防・気候防災課及び砂防ボラン

ティアの方をお招きして水害に関する出前授業を行いました。はじ

めに徳島県で発生した災害（水害）等について詳しく説明をしてく

ださいました。また、本校の校区内における危険箇所の確認や水害

から命を守るために「日常の備え」が大切であることも再確認でき

ました。さらに、「ファミリータイムライン」演習では、警戒レベル1～

5までの行動の仕方について考えを深めることができました。今回、学んだことを「いざとい

う時に備え・行動できる」ように日頃から取り組んでいきたいと思います。各家庭でも機会を

捉えて、話し合いをしてみてください。

12月14日（木）に第2回資源ごみ回収を行いました。今回も保護

者の皆さまや地域の方々にご協力いただき、たくさんの資源ごみ

が集まりました。生徒たちは、各担当場所に分かれて段取りよくト

ラックに資源ごみを積み分けしました。保護者の皆さま・地域の皆

さまご協力いただきありがとうございました。

〈視写に挑戦中！〉
今年度秋より毎週火曜日の朝学習の時間に実施しています。徳島

新聞の阿波っ子タイムズに掲載されている「こども鳴潮」を原稿用

紙に写すという取組です。視写の効果として「集中力が身につくこ

と」「文章を書くことへの抵抗感がなくなること」「姿勢がよくなるこ

と」「文字を速く濃く書く能力が身につく」等が挙げられます。


